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アンケート調査ご協力のお願い 

七尾市教育委員会 

 本日は、ご参加いただきありがとうございます。 

 皆様のご意見・ご感想を、今後の七尾城跡
あと

の保存活用のために参考とさせていただきます。 

（なお、このアンケートは他の目的には利用いたしません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

                      （アンケート記入日 平成２９年１２月１０日） 

以下の該当する項目を○で囲んで下さい。 

 

１．教えてください。 

 ・性 別  ① 男   ② 女 

 ・年 齢  ①10代  ②20代  ③30代  ④40代  ⑤50代  ⑥60代  ⑦70代以上 

 ・住 所       県        市・町              

 

２．七尾城跡を訪れたことがありますか 

  ①ある  ②ない 

 

３．どのような理由でフォーラムにご参加されましたか。 

① 興味があったから  ② 町会・知人等からの紹介  ③ その他（         ） 

 

４．本日のフォーラムの内容はご理解いただけましたか。 

① 理解した  ② はぼ理解した   ③ 難しかった   ④理解できなった 

 

５．今後、七尾城跡の保存活用の取り組みを実施すべきですか。 

  ①実施すべき  ②実施すべきでない（理由：                  ） 

 

６．５．①で実施すべきと答えた方に伺います。 

今後、七尾城跡の保存活用の取り組みをどのように実施すればよいですか。 

  ①市民向けフォーラムの開催  ②発掘調査  ③遺跡整備（建物復元も含む） 

  ④景観整備  ⑤ガイダンス施設の建設  ⑥その他（              ） 

 

７．七尾城跡に関するご意見・ご感想をご自由にお書きください。 
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・性別

・年齢

・住所

７３人
２８人
　９人

３９人
５３人
１３人

１人

　　　　

４３人
６０人
６０人
４７人
２４人

６人

　 　　・登城イベントや歴史を学べる講座の開催

　 　　・レーザー測量での航空写真等の配置

①実施すべき　　　　　　　 　　　　　　　１０７人
②実施すべきじゃない　　　　　　　　　　　２人

【回　　答　　率】　78.2%　　　　アンケート回答者115人　　　　フォーラム参加者147

　　※その他の意見

　 　　・観光資源、観光振興としての活用

 　　　・景観整備のために保安林の一部伐採

　 　　・遊歩道の整備

①　１０代　　     ０人
④　４０代 　    １４人

①　県外　　      ２人

６．５で①実施すべきと答えた方に伺います。
　　今後、七尾城の保存活用の取り組みをどのように実施すればよいか。（複数回答可）

　※実施すべき理由

　　・整備の点で成功しているお城を参考にして行う

　　・すべきだともうが条件次第だと思う 

⑥　６０代　　　３２人
⑦　70代以上　３６人

①　男性　      ７７人

④理解できなかった

４．本日のフォーラムの内容を理解したか。
①理解した

②町会・知人等からの紹介
③その他

　※その他の内容

　　　・市役所で知った

　　　・広報・新聞・回覧板を見て

　　　・動員要請・職場の依頼を受けて

３．どのような理由でフォーラムに参加したか。

５．今後七尾城の保存活用の取り組みを実施すべきか。

②　県内　　     ５人 ③　市内　　   ８９人

②　２０代　  　  ６人 ③　３０代  　　１０人
⑤　５０代　    １７人

③難しかった

〈史跡七尾城跡保存活用計画策定フォーラムアンケート結果〉

１．教えてください。
②　女性　　   ３７人

２．七尾城を訪れたことがありますか。
①　ある　　 　１０６人
②　ない　　　　　６人

①興味があったから

　※実施すべきじゃない理由

　　・自然のままにしておくべきだと思う

　　・保存は必要だと思うが復興などの整備は不要

①市民向けフォーラムの開催
②発掘調査
③遺跡整備（建物復元も含む）
④景観整備
⑤ガイダンス施設の建設
⑥その他

②ほぼ理解した

７．七尾城に関するご意見・ご感想をご自由にお書きください。
　　　　　56～59項を参照
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①市民向けフォーラムの開催

②発掘調査

③遺跡整備（建物復元も含む）

④景観整備

⑤ガイダンス施設の建設

⑥その他

６、５で①実施すべきと答えた方に伺います。 今後、七尾城の保存活用

の取り組みをどのように実施すればよいか。（複数回答可）

２０代

６人

３０代

１０人

４０代

１４人

５０代

１７人６０代

３２人

７０代以

上

３６人

１、参加者の年齢層

男性

７７人

女性

３７人

１、参加者の性別割合

興味が

あったか

ら, 73件

町会・知人

からの紹

介, 28件

その他, 

9件

３、どのような理由でフォーラムに

参加したか。

理解した, 

39件

ほぼ理解

した,

53件

難しかっ

た, 13件

理解でき

なかった, 

1件

４、本日のフォーラムの内容を

理解したか。
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７、七尾城に関するご意見・ご感想をご自由にお書きください。 

 

 

・お話の中でおっしゃられていた小池ヶ原砦は自分たちの身近なものなのではと思いを深

めている。楽しいフォーラムだった。 

 

・市民に知らせ、七尾城や歴史について深く知ることができた。もっと聞きたいのでこう

いう機会をもっと作ってほしい。久しぶりに城跡まで行ってみようと思った。 

 

・大人は外に向けて発信する。七尾の小・中学生に知らせることが大切。 

 

・フォーラムをとても面白く聞か

せてもらい七尾城跡に魅力を

感じた。今後の取り組みに期待

したい。 

 

・七尾城を市民がもっと関心を持

てたらいいと思う。今夜は旧道を

上りたいと思う。 

 

・レーザー図を解説付きで見るこ

とができてよかった。ふつうに

見てもよくわからなかったと

思う。 

 

・今回のレーザー測量の成果に感動した。東四柳先生のお話で文献のほうでもアプローチ

ができる場所が増えたと感じた。『のと里山里海ミュージアム』も開館するのでどのよう

に活用されていくのか楽しみ。 

 

・歳月が流れるにつれ、七尾城に「戦国時代の城としての価値」と「偉大さ」が加わって

きていると思う。レーザー測量等によるより正確な調査で裏付けがされてきていると感

じる 

 

・せっかく本丸跡からの景観が良いのに大木にさえぎられていて見る事が出来ない部分が

あって残念。これからも七尾の宝を守っていきたい。 

 

・当時の生活が分かればと思う。千田先生の解説はわかりやすく、ユニークを交えてあり

大変良かった。 
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・千田先生の地道な研究成果とアピール力により、七尾城が唯一無二の構造を残す城で、

貴重な史料価値があることが分かった。 

 

・いつもながら千田先生のお話

は楽しかった。また東四柳先生

のお話は初めてでしたがとても

分かりやすかった。ぜひブラタ

モリで七尾城を取り上げてもら

い、タモリさんと千田先生の共

演が見たい。 

 

・子供の時から馴れ親しんだ七

尾城が顕在化するのが楽しみ。

歩いて登って楽しい山にしてほ

しい。 

 

・今まで七尾城跡の知識に乏しかったが、レーザー測量図を用いてのフォーラムでとても

分かりやすく学ぶ事が出来た。日本最大級の城郭という発見に感動した。市はこの発見

を活用し、さらに七尾城の発展に努めるべきだと思う。整備の面で、野生動物（熊・イ

ノシシ）対策も考慮しては？ 

 

 

・近くにこんなに素晴らしい城跡があるのにほとんど知らなかった。見に行ったときに看

板などが少なく迷った。全国的に広めても十分価値のある城だと思う。あとは宣伝の仕

方（ネット情報が少ない。ホームページが見難い） 

 

・七尾城跡、畠山氏、上杉氏、名前は聞いていたが、今回参加して歴史の面白さに触れる

事が出来てよかった。七尾城の歴史をもっと PR し、市民に知っていただくことが必要だ

と思った。  

 

・戦国最大級の山城、七尾城をまず市民に広く知っていただくことが急務である。そのた

めの活動が足りない。文化事業団ももっと取り組むべき。実際に何を行っているのか全

く分からない 

 

・七尾市出身の漫画家（宮下英樹 氏）に七尾城の歴史について子供たちにもわかりやすい

言葉で漫画にしてもらい、広く広めてほしい。 

 

・城好きな人だけでなく、小さな子供から親しめるような施設なども整備できればいい。

そうすれば彦根城のように多くの人が訪れると思う。（マスコットキャラクターもシナリ

オの中に入っている） 

七尾城ＣＧ画
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・城山（旧）道の階段状の木材、三の丸～二の丸への急な段を低く再整備してほしい。と

ころどころ丸太でもいいがベンチがほしい。 

 

・実際のビデオや写真があれば想像しやすいと感じた。解説板（防御施説、工夫など）が

ほしい。 

 

・全国の城の研究者やファンに対して調査研究の成果を積極的に発信してもらいたい。保

存の気運を高め、外堀を埋めたうえで予算をつけてもらう。まずは知ってもらうことが

大切だと思う。 

 

・観光振興につなげ誘客促進の政策が必要。もっと積極的な PR を！城のジオラマ制作など

してほしい。 

・行政の動きも本格的化したように思う。代官道路や砦もより重要視すべきだと感じてい

る。これからに期待している。 

 

・国の特別史跡指定を生きている間に実現してほしい。七尾城を日本一の山城にしてほし

い。 

 

・いつか春日山城のような観光地になって、七尾の観光のシンボルとしてほしい。 

 

・七尾城の遺構を市民に分かりやすいように整備してほしい。復元建物などを将来的に実

現してほしい。 

 

・子供のころから何度も遊びに行っている、とてもいいところ。自然と景観を壊さないよ

う保存してもらいたい。30 年、50 年を見据えた整備を！ 

 

・スピード感を持って発掘調査や景観整備、遺跡整備を実施してほしい。「七尾城跡保存活

用計画」には市民の声や専門家の意見も取り入れてほしい。七尾城の全貌解明がとても

楽しみだ。 

 

・「実は七尾はすごい」と全国に告知したほうがいいと思う。行政以外の市民ボランティア

の活動がポイントになってくると思う。 

 

・市民がまず勉強すべき。認識不足だと感じる。歴史の課程に七尾城を入れる。まず学校

で教えること。そして、市民が七尾の歴史（生い立ち）を知る方策を。 

 

・あえて観光 PR はいらないと思う。現状のままにしておく。朽ちていくものは自然の摂理

だと思う。 
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・発掘による歴史解明は期待したいが場所が広すぎる。場所を限定し、一部を復元・観光

地として開発するとこから取り掛かったほうがいい。上田城のような VR を取り入れるの

もいいと思う。 

 

・素晴らしい城跡。そのままの保存も大切だが、城好きのみならずよりポピュラーに市民

や県民・ファンが親しめるよう復元や遺跡整備をしてほしい。そして名実ともに日本一

の遺跡にしてほしい。 

 

・入口にその時代に応じた門、本丸跡に小さくてもいいので天守閣を作ってほしい。その

時代に思いをはせたい。 

 

・観光資源として大々的に整備する。（道路整備、大型バスでも大丈夫な大きい駐車場やト

イレなど）。発掘調査をし、復元も重点的に行ってほしい。 

 

・市民、国民の関心ある施設の復旧

が先決。保存のために保存の域を

出ることが大切。無駄な公共事業

にならないようにしてほしい。 

 

・七尾城の全貌が考古学、航空レー

ザー、文献史料等から改めて知る

事ができ、その活用が求められて

いると思う。出来るなら学生たち

に広く理解してもらう機会があれ

ばいいと思う。 

 

・矢田町の大門側からはどのように出入りしていたのか知りたい。（大門道及びかくし道、

また尾根道は七尾城からどう利用したのか、畠山氏の前期・後期についてなど）できる

だけおしえてほしい 

 

・七尾城、小丸山城をセットにした観光売り込みをしてはどうか。 

 

・石垣を見やすくするために、本丸付近の木を取り除くなど、景観を良くしてほしい。 

 

・未知の部分を解明し、先生方の言われる特別史跡の指定を目指してほしい。又、七尾城

へ訪れる多くの人々によって七尾に経済面でのプラス部分を期待したい。 
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新聞記事・広報等 

 

 

 

北國新聞 平成 29年 12月 12日（火） 
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北陸中日新聞 

平成 29年 12月 13日（水） 
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七尾ごころ №160 
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七尾ごころ№165 
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七尾ごころ№165 
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- 70 - 

 

 

七尾ごころ№165 
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「七つ尾」に喩えられる尾根筋の自然地形を巧に利用した堅固で広大な城郭は、日本屈指

の拠点城郭であり、城郭と城下が一体的で良好な状態で残っている。その実態は、城郭や

城下の構造、変遷を解明する上において極めて重要な遺跡である。 

  具体的には、 

①城郭は、尾根筋に築かれた独立性が高い曲輪群の集合体で、山頂部と山麓部の 

曲輪群に大別され、曲輪群をつなぐ尾根筋は、堀切によって遮断されている。 

 

②城内には、戦国期からの多数の石垣が認められ、防御や防災など多様な機能が 

想定される。 

 

③城下は、東西・南北軸の主要道路による整然とした町割りのもと形成され、中 

心部を横断する惣構えを築いて再編している。 

    

④能登畠山氏に関する文献史料が比較的多く残っており。城郭や城下の遺構の動 

向を窺うことが出来る。 

    

⑤城郭中心部は、七尾湾から能登半島、邑知地溝帯から日本海を望む要の立地に 

あり、周辺を遠望する景観も重要である。 

 

曲輪（本丸 東から） 石垣（桜馬場 北側） 

町割（城下の屋敷地） 堀（惣構え） 

七尾城跡の本質的価値 
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年号 （西暦）
建武３年 (1336)

明徳２年 (1391) 基

もと

国

くに

応永13年 (1406) 満慶

みつのり

　　　15年 (1408)

永亨4年 (1432) 二代　　義忠

よしただ

享徳4年 (1455)

応仁元年 (1467)

文明10年 (1478)

　　　15年 (1483)

延徳2年 (1490)

明応6年 (1497) 四代　　義元

よしもと

　　　9年 (1500)

文亀3年 (1503)

永正5年 (1508) 六代　　義元

よしもと

　　12年 (1515)

大永3年 (1522)

　　　5年 (1525)

　　　6年 (1526)

天文8年 (1539)

　　　13年 (1544)

　　　14年 (1545)

　　　16年 (1547)

　　　19年 (1550)

　　　20年 (1551)

弘治元年 (1555)

永禄9年 (1566) 十代　　義

よし

慶

のり

天正2年 (1574)

天正4年 (1576)

天正5年 (1577)

天正6年 (1578)

天正7年 (1579)

天正9年 (1581)

利家

としいえ

天正10年 (1582)

天正11年 (1583)

城代　安 勝

やす かつ

天正12年 (1584)

天正13年 (1585)

天正17年 (1589)

文禄2年 (1593) 利政

としまさ

文禄3年 (1594) 城代　利

とし

好

よし

文禄4年 (1595)

慶長4年 (1599)

慶長5年 (1600)

利

とし

長

なが

慶長8年 (1603)

慶長15年 (1610) 城代　知

とも

好

よし

元和元年 (1615)

元和2年 (1616)

織
田

前
田

（
守

護

代

所

）

小
丸

山

城

（
平

山

城

と
城

下

）

十一代　　義

よし

隆

たか

謙信

けんしん

景勝

かげかつ

三代　　義統

よしむね

府
中

府
中

　

守

護
館

七
尾

城

（
山
城

と

城

下

）

畠
山

上
杉

織田信長、菅屋長頼を七尾城代とし、温井景隆・三宅長盛が石動山へ退き、その後越後へ行く。 菅

すげ

 屋

のや

　長

なが

 頼

より

能
登

畠

山

初代　　満

みつのり

慶

五代　　慶致

のりむね

九代　　義

よし

綱

つな

八代　　義

よし

続

つぐ

七代　　義

よし

総

ふさ

この頃、能登の内乱（遊佐続光と温井総貞の対立）によって七尾城下が焼失する。

守護代の遊佐統秀ら、義統の次男慶致を守護に擁立する。義元は越後へ逃れる。

畠山慶致、父義統の7回忌法要を瑞応山大寧寺で行う。

畠山義元、越後から戻り、再び能登守護となる。

畠山義元没し、慶致の長男義総、能登守護となる。

七尾の召月庵で「賦何船連歌」が詠まれる。

七尾城内の義総邸で「賦何船連歌」が詠まれる。

畠山義総、七尾城内で歌会を催し、冷泉為広・為和父子、列席する。

おもな出来事 拠点領主

畠山義統没し、長男義元が家督を継ぐ。

足利尊氏が征夷大将軍となり、室町幕府を開く。

畠山基国、河内・越中とともに、能登守護となる。

畠山基国が没し、次男満慶が家督を継ぐ。

畠山満慶没し、長男義忠が家督を継ぐ。

この頃、畠山義統が守護となる。祖父の義忠が隠居する。

畠山義統、西軍方で応仁の乱に参戦する。

応仁の乱が終わり、この頃、畠山義統、能登に下向する。

畠山義統、府中守護館で連歌会を催し、「賦何船連歌」が詠まれる。

畠山義元、能登に下向する。

畠山満慶、畠山家の家督を兄の満家に譲り、満家から能登守護を与えられる。能登畠山家（畠山匠作家）を
創設する。

絵師の長谷川等伯（信春）、七尾に生まれる。

禅僧の彭叔守仙が「独楽亭記」に七尾城と城下のようすを記す。

畠山義総没し、次男義族が家督を継ぐ。

畠山駿河（義総の弟）ら、能登に侵入し、重臣の温井総貞らによって鎮圧される。

この頃、重臣七名からなる「畠山七人衆」が領国支配の実権を握る。

この頃、畠山義続の長男義綱が守護となる。隠居した義続は悳裕と号し、義綱の後見人となる。

畠山義統・義綱父子らが、温井紹春を謀殺し、大名権力の回復をはかる。

重臣らが畠山義綱を追放し、長男義慶を守護に擁立する。

畠山義慶、重臣に毒殺され、弟義隆が家督を継ぐ。

越後の上杉謙信、能登へ攻め入り、七尾城を囲む。

遊佐・三宅・温井氏らが上杉方に内応し、開城に反対する長氏一族を謀殺する。七尾城が落城し、能登畠山
氏が滅亡する。

上杉方の鯵坂長実が七尾城代となる。

上杉謙信、急死する。（43歳）

温井景隆ら鯵坂長実を追放し、七尾城を奪い返す。

前田利家の次男利政、豊臣秀吉より能登一国を与えられる。

前田利家、織田信長より能登一国を与えられる。

織田信長、菅屋長頼に能登・越中の城割りを命じ、安土へ戻らせる。

本能寺の変で織田信長が自害する。（49歳）

温井景隆・三宅長盛ら、越後勢とともに石動山に入るが。前田利家・佐久間盛政らによって滅ぼされる。利
家、石動山を焼き討ちする。（石動山・荒山の合戦）

この頃から、前田利家が所口の小丸山に築城を開始する。

前田利家、豊臣秀吉より、石川、河北二郡を与えられ金沢（尾山）へ移る。

前田安勝（利家の兄）が、七尾城代となる。

前田利家、加越国境などで越中の佐々成政と戦う。

佐々成政勢が七尾城を包囲する。

佐々成政、羽柴秀吉に降伏する。

愛宕山の気多本宮や小島・所口の百姓屋敷を明神野に移す。

徳川家康、江戸幕府を開く。

前田利好没する。利家三男知好が七尾城代となる。

長谷川等伯、江戸で没する。（72歳）

「一国一城令」が出される。

七尾城代前田知好（利家三男）、京へ上り七尾（小丸山）城廃城。

前田利政が改易され、利政領は加賀藩領となる。

前田安勝没する。長男利好が七尾城となる。

所口の惣構え堀の閉削を進める。

前田利家、大阪で没する（63.歳）

関ヶ原の戦い。

能登畠山氏・七尾城関係略年表 
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昭和 9 年 (1934) 9 月 文部省技官己巳巳巴人氏が、本丸から三の丸、長屋敷などの中心部の測量を行う。

12 月 28 日 本丸跡を中心とした63,674㎡（4筆)が、国の史跡となる。（管理者：鹿島郡矢田郷村）

14 年 (1939) 7 月 町村合併で、史跡管理者が矢田郷村から七尾市になる。

17 年 (1942) 5 月 城山を顕彰するため、能州文化振興会（のちに能州文化連盟と改称）を結成。

10 月 本丸跡に「七尾城址石碑」（高さ5.4ｍ、幅1.3ｍ、重さ4ｔ）と城山神社を建立。

能州文化振興会が、第1回七尾城まつり（10月21日～23日）を開催。

31 年 (1956) 3 月 七尾城址保存会が結成される。

32 年 (1957) 石垣復旧工事(3カ年)の事前調査として、指定地の測量を行い石垣の所在を明確にする（市）。

国庫補助事業で、調度丸西側石垣を修復する（市）。

33 年 (1958) 国庫補助事業で、本丸北側(上・中・下段）、桜馬場北側(上・中・下段）の石垣の一部を修復する（市）。

34 年 (1959) 国庫補助事業で、本丸登り口石垣、遊佐屋敷北側の石垣を修復する（市）。

38 年 (1963) 6 月 豪雨により昭和33年度に修復した本丸北側石垣（3段）が再び崩落する。

10 月 2 日 七尾城史資料館が開館する（畠山一清氏寄附）。

41 年 (1966) 9 月 七尾市が史跡指定地を公園用地として、利用するため土地所有者から無償で借用する。

11 月 国庫補助事業で、昭和38年に再度崩落した本丸北側石垣(下段)を修復する（切り石・モルタルとする）（市）。

42 年 (1987) 12 月 国庫補助事業で、昭和38年に再度崩落した本丸北側石垣(中・上段)を修復する（切り石・モルタルとする）（市）。

43 年 (1968) 3 月 調度丸から樋の水までの遊歩道１４２ｍ改修（一部で石段・側溝の設置)する（市）。

長屋敷の北側の曲輪を削平して、本丸北駐車場(1,129㎡)を造成する（市）。

5 月 本丸を中心とした8.6ｈａが能登半島国定公園（第1種特別地域）に指定される。

11 月 赤坂口（登り口・蔵屋敷の分岐）から樋の水までの旧道1,100ｍを改修(路面整正・拡張）する（市）。

45 年 (1970) 5 月 中心部の遊歩道を整備(路面整正・階段設置、延長370ｍ：安寧寺～三の丸、三の丸～温井屋敷）する（市）。

48 年 (1973） 県費補助事業で、木落川上流での砂防堰堤（４号）に伴い、遺構調査を行う（市）。

10 月 本丸の東側800ｍの百間馬場付近の標高380ｍの尾根に城山展望台とそれに伴う駐車場などを整備する（市）。

50 年 (1975） 10 月 国庫補助事業で、豪雨(昭和47年・49年）により崩落した樋の水付近67ｍを修復（水路・擁壁）する（市）。

53 年 (1978) 3 月 航空測量による遺構平面図作成及び、地籍調査を行う（市）。

54 年 (1974) 3 月 『七尾城跡保存管理計画』を策定する（市）。

55 年 (1980) 2 月 12 日 畠山清二氏寄付金を基金として、「七尾城址文化事業団」を設立する。

56 年 (1979) 11 月 国庫補助事業で、二の丸～三の丸～袴腰までの遊歩道440ｍを改修する（市）。

平成 元 年 (1989) 3 月 「七尾城山を愛する会」が結成される。

12 月 国庫補助事業で、崩落した桜馬場北側石垣（下段：Ａ0404）を修復する（市）。

3 年 (1991) 9 ～ 11 月 城下北辺のシッケ地区の発掘調査で、はじめて城下の町並みの遺構と遺物を発見する（市）。

5 年 (1993） 10 月 整備に向けた七尾城跡調査整備委員会を組織し、協議を開始する（市）。

7 年 (1995) 3 月 七尾城跡の地籍調査を行い、地籍合成図を作成する（市）。

9 月 国庫補助事業で、城下の範囲確認調査を開始する(Ｈ７～Ｈ10　4カ年）（市）。

8 年 (1996) 3 月 「国指定史跡　七尾城跡整備基本構想」を策定する（市）。

9 年 (1997) 9 月 能越自動車道（七尾氷見道路）七尾区間のルートが発表される。

12 年 (2000) 2 月 15 日 「七尾城跡保存管理計画策定委員会」を組織し、協議を開始する(Ｈ11～Ｈ13　3カ年）（市）。

2 月 22 日 能越自動車道（七尾氷見道路）七尾区間（城山地区）が都市計画決定される。

3 月 能越道を含めた城山地区6.8㎢の空中写真測量図を作成する（市）。

13 年 (2001) 3 月 小丸山城（小丸山城址公園）の空中写真測量図を作成する（市）。

14 年 (2002) 3 月 「七尾城跡保存管理計画」を策定する（市）。

17 年 (2005) ～ 能越自動車道建設に伴う七尾城下の発掘調査を石川県埋蔵文化財センターが開始する（県）。

(第1次～３次調査、Ｈ17～19年度）

19 年 （2007） 3 月 25 日 能登半島地震により、桜馬場最下段石垣（Ａ0405）、本丸登り口石垣(Ａ0104)が崩落する。

7 ～ 10 月 能越自動車道建設仮設道路建設に伴う城下の発掘調査を市が実施し、シッケ地区の拡がりを確認する（市）。

10 月 16 日 豪雨により、七尾城跡中心部の斜面や遊歩道２０箇所が崩落する。

31 日 平成9年に着工した七尾城跡と石動山をつなぐ「林道城石線」が開通する（延長10,680ｍ）。

19 年 (2007) ～ 国庫補助事業で、能登半島地震により崩落した石垣Ａ0405、Ａ0104および、豪雨により崩落した斜面や

20 年 (2008) 遊歩道等１１箇所を修復する（市）。なお、石垣Ａ0405の修復に伴い実施した発掘調査は、山城ではじめて

実施したもので、石垣の変遷を伺う成果が得られた(Ｈ19～Ｈ20　2カ年）。

20 年 (2008) 能越自動車道建設（橋脚・側道部分）に伴う発掘調査を石川県埋蔵文化財センターが開始する（県）。

(第4次～9次調査、Ｈ20～25年度）

22 年 （2010) 4 月 石垣調査を開始する（市）(Ｈ22～26　5カ年)。

23 年 (2011) 2 月 7 日 山城中心部の３４筆、２０２，４９５㎡が国の史跡に追加指定される（指定地面積が266,169㎡となる)。

24 年 (2012) 2 月 10 日 国庫補助事業で、二の丸周辺13,501.60㎡をはじめて公有化する（市）。

25 年 (2013) 2 月 28 日 国庫補助事業で、二の丸西側の稗子畑29,501.69㎡を公有化する（市）。

26 年 (2014) 7 月 10 日 国庫補助事業で、寺屋敷周辺35,841.77㎡を公有化する（市）。

10 月 5 日 史跡指定80年記念事業（城あるき。城ばなし。講師：春風亭昇太師匠、千田嘉博氏）を実施する。

あわせて、国庫補助事業で作成した七尾城跡ＣＧを初公開する（市）。

27 年 (2015) 2 月 28 日 能越自動車道（七尾氷見道路）が全線開通する。

7 月 31 日 国庫補助事業で、七尾城跡航空レーザ測量事業を開始する（市）（Ｈ27～Ｈ29　3カ年）。

10 月 2 日 国庫補助事業で、本丸周辺17,086.80㎡を公有化する（市）。本丸から二の丸までの公有化を完了する。

28 年 (2016) 2 月 19 日 史跡七尾城跡保存活用計画策定委員会を組織する（市）。

30 年 (2018) 3 月 31 日 「史跡七尾城跡保存活用計画」を策定する。

七尾城跡に関する主な事業一覧表（史跡指定以降）

大呑地区開拓計画（昭和36年10月22日起工式)に伴い、古屋敷町から城山へ通じる開拓道路（現在の一般県道城山
線）が完成する。
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平成 27～29年度 七尾城跡来訪者アンケート結果 
 

 

□目 的：七尾城跡の整備・活用（保存活用計画）のため 

 

□実施者：七尾市教育委員会（文化課）・七尾市観光ボランティア「はろうななお」 

 

□期 間：平成 27年 8月 8日～11月 7日までの土・日曜日 延べ 20日間 

     平成 28年 4月 29日～10月 30日までの土・日・祝日 延べ 60日間 

     平成 29年 4月 29日～10月 28日までの土・日・祝日他 延べ 50日間 

 

□方 法：七尾市観光ボランティア「はろうななお」及び文化課職員が、七尾城跡本

丸駐車場で来訪者に実施（任意）。 

 

□内 容：別紙アンケート用紙（７０頁）のとおり 

 

□結 果： 

【平成２７年度】 

１ 性別（回答４６０人） 男性２９９人、女性１６１人 

 ２ 年代（回答４５５人） ３０歳代まで１１７人、４０歳代以上３３８人 

 ３ 住所（回答４３９人） 関東１１４人、北陸東海１３１人と多く、市内３７人 

 ４ 交通（回答４４８人） 自家用車３６６人 

 ５ 訪問（回答４５３人） はじめて３８３人 

６ 目的（回答４５２人） 観光行楽レジャー４０１人 

７ 印象（回答７１２人、複数回答可） 石垣・自然５２５人、ガイド１７２人 

８ 史跡（回答４５１人） 知っていた２３４人、知らなかった２１７人 

９ 整備（回答４４９人） すべき３１７人、すべきでない１３２人 

【平成２８年度】 

１ 性別（回答７９０人） 男性４８７人、女性３０３人 

  ２ 年代（回答７８７人） ３０～６０歳代で６１４人以上と多くを占める 

  ３ 住所（回答７６２人） 関東１９８人、北陸東海２１１人と多く、市内３２人 

  ４ 交通（回答７８１人） 自家用車６５１人 

  ５ 訪問（回答７８５人） はじめて６８２人 

６ 目的（回答７９０人） 観光行楽レジャー６７３人 

７ 印象（回答１２６６人、複数回答可）石垣が６８９人 

８ 史跡（回答７８５人） 知っていた４４７人、知らなかった３３８人 

９ 整備（回答７７６人） すべき５４８人、すべきでない２２８人 

【平成２９年度】 

１ 性別（回答６４８人） 男性４２５人、女性２２３人４０～６０歳代 

 ２ 年代（回答６４５人） ４０～６０歳代で４２５人を占める 

  ３ 住所（回答６４１人） 関東１７３人、近畿東海１００人以上で、市内 19人 

  ４ 交通（回答６３５人） 自家用車５１１人 

 ５ 訪問（回答６４９人） はじめて５８５人 

６ 目的（回答６５０人） 観光行楽レジャー５７２人 

７ 印象（回答９８１人、複数回答可）石垣・自然７７８人、ガイド 189人 

８ 史跡（回答６４２人） 知っていた３４７人、知らなかった 295人 

９ 整備（回答６２０人） すべき４３９人、すべきでない１８１人 
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アンケート調査ご協力のお願い 

七尾市教育委員会 

 本日は、ご来訪ありがとうございます。 

 皆様のご意見・ご感想を、今後の七尾城跡
あと

整備・活用のために参考とさせていただきます。 

（なお、このアンケートは他の目的には利用いたしません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

                      （アンケート記入日 平成  年 月  日） 

 

 

１ おしえてください。 

  ・性 別  ① 男   ② 女 

  ・年 齢  ①９才以下②10代 ③20代 ④30代 ⑤40代 ⑥50代 ⑦60代 ⑧70代以上 

  ・住 所  （     ）都道府県  （     ）市町村 

２ どのような交通手段で来られましたか？ 

① 自家用車  ② バス  ③ タクシー ④ その他（          ） 

３ 七尾城跡のご来訪は何回目ですか？ 

① はじめて  ② 2回    ③ 3回    ④ ４回以上（回数 :      ） 

４ ご来訪の目的を教えてください。 

① 観光・行楽・レジャー ②学習・調査 ③ その他（          ） 

５ 何が印象に残りましたか？（複数可） 

① 石垣などの遺構群 ② 自然環境 ③ ガイド ④ その他（         ） 

６ 七尾城跡が国の史跡であることをご存知でしたか？ 

① 知っていた ②知らなかった 

７ 七尾城跡の整備事業を実施すべきでしょうか？ 

① 実施すべき ②実施すべきでない 

８ ７で①実施すべきと答えた方にどのように整備すれば良いかお聞きします。 

① 建物復元 ② 石垣などの遺構復元 ③ 樹木伐採 ④その他（          ） 

９ ７で②実施すべきでないと答えた方にその理由をお聞きします。 

① 現状が良い ② 経費がかかるため ③ その他（                ） 

10 七尾城跡に関するご意見・ご感想をご自由にお書きください。 
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１ 性別 

 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 
 

487 

303 

0

100

200

300

400

500

600

男性 女性 

299 

161 

0

50

100

150

200

250

300

350

男性 女性 

（人） 

425 

223 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

男性 女性 

（人） 

（人） 
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２ 年代 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 
 

 

14 
26 

55 

130 

166 

141 

177 

78 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

8 
23 

48 

85 

154 

126 

145 

56 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

4 

25 27 

61 

90 
97 

111 

40 

0

20

40

60

80

100

120
（人） 

（人） 

（人） 
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３ 住所 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 
 

37 

59 

6 

114 

22 

66 65 

51 

11 
4 2 2 

0

20

40

60

80

100

120

32 

127 

22 

198 

49 

113 
98 99 

13 7 1 3 
0

50

100

150

200

250

19 

102 

20 

173 

28 

66 

104 106 

10 8 4 1 
0

20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

（人）

（人）

（人）
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４ 交通手段 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
      

平成 29年度 

 
 

366 

13 13 

56 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

自家用車 バス タクシー その他 

651 

5 20 

105 

0

100

200

300

400

500

600

700

自家用車 バス タクシー その他 

511 

29 
9 

86 

0

100

200

300

400

500

600

自家用車 バス タクシー その他 

（人）

（人）

（人）
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５ 訪問 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 
 

682 

56 
12 35 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

はじめて 2回目 3回目 4回以上 

383 

30 
11 

29 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

はじめて 2回目 3回目 4回以上 

（人） 

585 

34 
10 20 

0

100

200

300

400

500

600

700

はじめて 2回目 3回目 4回以上 

（人） 

（人） 
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６ 目的 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 

673 

57 60 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

観光行楽レジャー 学習調査 その他 

401 

23 28 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

観光行楽レジャー 学習調査 その他 

（人） 

572 

33 45 

0

100

200

300

400

500

600

700

観光行楽レジャー 学習調査 その他 

（人） 

（人） 
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７ 印象 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

      
 

平成 29年度 

 

579 

199 189 

14 

0

100

200

300

400

500

600

700

石垣など 自然 ガイド その他 

372 

153 
172 

15 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

石垣など 自然 ガイド その他 

（人） 

689 

234 

325 

18 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

石垣など 自然 ガイド その他 

（人） 

 

（人） 
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８ 史跡 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 

234 

217 

205

210

215

220

225

230

235

240

知っていた 知らなかった 

（人） 

447 

338 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

知っていた 知らなかった 

（人） 

347 

295 

260

270

280

290

300

310

320

330

340

350

360

知っていた 知らなかった 

（人） 
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９ 整備 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

      
 

平成 29年度 

 
 

317 

132 

0

50

100

150

200

250

300

350

する しない 

548 

228 

0

100

200

300

400

500

600

する しない 

（人） 

） 

439 

181 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

する しない 

（人） 

（人） 
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１０ 整備する人 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

      
 

平成 29年度 

 

122 

158 

81 

26 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

建物復元 遺構復元 樹木伐採 その他 

240 
255 

129 

25 

0

50

100

150

200

250

300

建物復元 遺構復元 樹木伐採 その他 

173 

229 

102 

27 

0

50

100

150

200

250

建物復元 遺構復元 樹木伐採 その他 

（人） 

（人） 

（人） 
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１１ 整備しない人 
 

平成 27年度 

 
 

平成 28年度 

 
 

平成 29年度 

 

214 

13 5 

0

50

100

150

200

250

現状が良い 経費がかかる その他 

127 

7 3 

0

20

40

60

80

100

120

140

現状が良い 経費がかかる その他 

（人） 

205 

4 3 
0

50

100

150

200

250

現状が良い 経費がかかる その他 

（人） 

（人） 



- 90 - 

アンケート結果から見た七尾城跡の保存活用の取り組みに関する今後の課題について 

 

本アンケート調査は七尾市教育委員会が七尾城跡への来訪者に対し、七尾城跡の保存・活

用・整備に活かす目的で実施したものである。期間は平成２７年８月から同２９年１０月の

土・日・祝日、冬季を除く約 14か月（延べ１１０日）である。職員のほか、七尾市観光ボ

ランティアガイド「はろうななお」の皆様にご協力をいただき、およそ１９００人から貴重

なご意見を得た。以下、アンケートの集計結果を分析し、七尾城跡の保存・活用・整備につ

いて今後の課題を考えてみたい。 

 

（1）アンケート結果の分析 

 まず、②年代を見ていくと、来訪者の多くは「30代」から「60代」に集中している。ま

た、④交通を見ていくと「自家用車」、⑥目的を見ていくと「観光・行楽・メジャー」で占

められている。このことから、10 代以下の来訪者は主に家族旅行等の一環として来訪して

いることが推測される。よって、来訪者数の増加を考えた場合、20代と70代へ働きかける

ことが必要になってくると考えられる。 

 次に、③住所を見ていくと、「関東」が最も多く、次いで「東海」・「北陸」・「近畿」とな

っており、来訪者の大半は北陸に隣接する人口密集地（関東・東海・近畿）に集中している

ことが分かる。しかし、④交通では「自家用車」が、⑥目的では「観光・行楽・メジャー」

が大半を占めていることから、自家用車での個人旅行・家族旅行に比べると、観光ツアー等

での来訪は多くないとみられる。 

 また、⑤訪問を見ていくと、複数回来訪された方は少なく、ほぼ「はじめて」の方で占め

られている。中には「４回以上」来訪された方も見られるが、その多くは市内の方で、健康

づくりや散歩（ウォーキング）等日常的に来訪されている方であり、遠隔地から複数回来訪

された方はごくわずかである。 

 七尾城跡の⑦印象では、来訪者の多くが「石垣などの遺構群」・「自然環境」に好感を持っ

ていただいている。また、「ガイド」すなわち観光ボランティアガイド「はろうななお」の

評判もよく、その親切な対応に好感を持つ来訪者も多かった。 

 最後に、⑨整備については、「すべき」と「すべきでない」の割合がおおよそ３：１であ

った。「すべき」では、「建物復元」・「遺構復元」といった城郭の整備に関する要望が多いも

のの、「樹木伐採」による自然環境・景観の整備に関する要望も多い。その他、遊歩道の整

備等の要望もあった。また、「すべきでない」では、「現状が良い」が大半を占めているが、

欄外等のコメントで、自然のままにすべきとの意見がある一方で、過度の整備に警戒するよ

うな意見もあり、回答者のすべてが整備そのものに反対しているわけではないように思われ

る。 

 

（２）アンケート結果から見た今後の課題 

 まず、より多くの人に七尾城跡の魅力に触れていただき、保存の取り組みに対して理解を

得ていただくためにも広報活動の充実は必要なことである。②年代を見ると、来訪者の多く
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は30代から60代に集中しており、それらに比べて20代・70代が少ない。このことから、

特に若者をターゲットとした広報活動を充実することで、20 代の七尾城跡への来訪数も増

加するのではないかと思われる。また、③住所を見ると、北陸に隣接した人口密集地（関東・

東海・近畿）に集中しており、これらの地域への宣伝活動を充実することはもちろん、それ

以外の地域にも宣伝していく必要があると思われる。 

 七尾城跡の所在する七尾市は、石川県の北部、能登半島の中部に位置している。七尾城跡

へアクセスする主な手段としては、自家用車や電車・バス等の公共交通機関が考えられる。

自家用車では、北陸自動車道から能越自動車道もしくはのと里山海道を経由するルートが考

えられ、特に近年開通した能越自動車道により、関東方面からのアクセスが容易となった。

一方、公共交通機関ではＪＲ金沢駅からＪＲ七尾駅まで電車で移動し、そこからバス・タク

シー等を利用することが考えられる。しかし、④交通を見ると、バスでの来訪者は極小であ

る。バスは七尾城史資料館までしか行かず、そこから本丸跡までの移動手段が乏しいため、

七尾城跡の中心部に足を運ぶことを敬遠する来訪者も少なからずいるようであり、資料館か

ら本丸北駐車場までの送迎バスを運行するなど、バス等での来訪者の利便を図る必要がある

と思われる。 

 ⑥印象を見ると、ほぼすべての来訪者が七尾城跡の遺構群や自然環境・景観に好印象をも

っている。また、観光ボランティアガイド「はろうななお」の評判もよく、その親切な対応

に好感を持つ来訪者も多かった。そのため、除草など日常管理に努めるとともに、ボランテ

ィアガイドと協力しつつ、七尾城跡の魅力を維持・発信していくことが重要である、しかし、

⑤訪問を見ると、ほとんどが初めて来訪された方であり、リピーターの来訪は多くない。リ

ピーターは七尾城跡の価値を理解し、普及への協力者となる可能性があり、来訪者に「七尾

城跡にもう一度行ってみよう」と思ってもらえる工夫をする必要があると思われる。 

 最後に⑨整備を見ると、「すべき」と「すべきでない」の割合がおおよそ３：１で、特に

「すべきでない」では「現状が良い」が大半を占めている。しかし、欄外のコメントでは、

整備に絶対反対という声は極小であることから、現在の七尾城跡の持つ雰囲気を壊さず、自

然環境との調和を図りながら

整備を進めていくことが求め

られていると思われる。 

 

 以上、簡単にではあるが、ア

ンケート結果から七尾城跡の

今後の課題を抽出してみた。こ

こから得られた課題を踏まえ、

引き続き七尾城跡の保存・活

用・整備の取り組みに尽力して

いきたい。 ガイドの説明を聞く来訪者のようす（本丸北駐車場） 
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編集後記 

 

 七尾市の「たから」である七尾城跡については、能登畠山氏が築いた戦国時代の山

城で戦国武将上杉謙信の猛攻にも耐えた“すごい城”、その謙信が感動して漢詩を詠

むほど絶景が“すごい城”だということは知っていました。では、城郭としての七尾

城は、どのようなところが“すごい城”なのか。そう聞かれると、うまく説明できな

いというのが正直なところでした。今回のフォーラムで、委員の先生方から航空レー

ザ測量の成果などについてご説明いただき、七尾城は大規模で巧みな構造を持った日

本有数の城であることが分かり、あらためて七尾城は“すごい城”だったと実感しま

した。この“すごい城”を守り、伝えていくため、今後とも七尾城跡の保存・活用に

向け、一所懸命に取り組んで参ります。 

 

 

（M.K） 

 

豪雨被害の確認作業のようす（長坂口手前） 
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七尾市は祖父母が住んでいることから、私にとって幼いころから馴染みの深い市で

す。七尾城跡についても小さいころから名前は知っていましたが、私自身は単に“遺

跡”、 “お城のあった場所” 程度にしか思っていませんでした。フォーラムの成果

を取りまとめていく中で、とても歴史的価値が高いということを知り、多くの方に知

ってもらいたいと思いました。また「これからも七尾の宝を守っていきたい」、「名実

ともに日本一の遺跡にしてほしい」など、市民の皆様のご意見・ご感想を拝見してい

くうちに、七尾城はとても愛されている城跡なのだと、ひしひしと感じました。今後

は、市民の皆様の声を七尾城跡の保存・活用・整備の取り組みに活かしていくととも

に、県内外の方々にも愛される七尾城を目指して行きたいと思います。 

 

 

（H.K） 

 

市民に愛される七尾城跡（本丸） 
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